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2 － 1．学生 Aの結果
学生 Aの個人属性は次の通りである。①性別：女、
②学年：大学 2 年生、③学びの形態：カナダで 4か
月間のセメスター留学
学生 Aのクラスター分析の結果は図 1に示した。






















































































2 － 2．学生 Bの結果
学生 Bの個人属性は次の通りである。①性別：男、
②学年：大学 2 年生、③学びの形態：カナダで 4か
月間のセメスター留学
学生 Bのクラスター分析の結果は図 2に示した。





























スト家族の “ 家族としての時間の過ごし方 ”にカル
チャーショックを受けたとのことだった。また日本































図 2　学生 B のデンドログラム
− 6 −
高等教育研究　第 23 号
2 － 3．学生 Cの結果
学生 C の個人属性は次の通りである。①性別：男、
②学年：大学 2 年生、③学び形態：カナダで 4か月
間のセメスター留学
学生 C のクラスター分析の結果は図 3に示した。



















































図 3　学生 C のデンドログラム
− 7 −
個人別態度構造分析による日本人学生の海外留学における学び

















































学生 A は自由連想で 12 項目を挙げ、クラスター





表 2　学生 A のセメスター留学における学び





































表 3　学生 B のセメスター留学における学び
























表 4　学生 C のセメスター留学における学び
連想項目 表 1 クラスター
6．なんでも参加 4︲6 CL 1： 積 極 性（ ④
人間的成長）5．受け身は良くない 4︲3


























表 5　学生 D のセメスター留学における学び











































































意点についても参照願いたい（小澤 & 丸山， 
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